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昨年度も「多くの学びがありま
した！」と大好評だった子ども
SDGs クラブ。今年度も 10月か
ら 12月まで開催しました。４回
のクラブでは、SDGs について絵
本やゲームで学んだり、町家やマー
ケットに突撃取材をしたり、学校
では学べない市民活動の現場を体
感！ 12月開催の「子どもまちづ
くりフェス」では、クラブに参加
した子どもたちがスタッフとして
大活躍しました。

　　　　　　　ご協力いただいた団体・企業のみなさま、子どもたちを見守ってくだ
さったご家族さま、ありがとうございました。私自身は SDGs クラブの子たちとまち
づくりフェスでしかご一緒出来なかったですが、キビキビ動いてて、これが若さか…
と思いながら一生懸命頑張ってくれてる姿が印象的でした。大人になってもいい思い
出として残ってくれたら良いなぁ。( スタッフｋ)
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子どもまちづくりフェスの協賛企業 「大津・SDGs協働支援チャリティプロジェクト2025」「大津・SDGs協働支援チャリティプロジェクト2025」
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　センターで実施したイベントや市
民活動団体が提供するお菓子をお求
めいただいたお金の収益から必要経
費を除いた金額を本プロジェクトで
採択された大津市内の市民公益活動
団体に寄付しています。

　チャリティは 3月まで続きますが現段階でたく
さんの寄付が集まっております。今年度を最後に
プロジェクトは一旦終了となります。
関わってくださった皆様のご協力に深く御礼
申し上げます。

　スカイプラザ浜大津で元外務省国際情報局局長の孫崎享さんを講師に迎え「SDGs
フォーラム～私の出会ったスパイ～」が開催されました。
　基調講演では、まず孫崎さんがスパイについて、オードリー・ヘップバーンも第二次
世界大戦中、スパイとして活動していたこと。孫崎さん自身は外務省に入って、イギリス、
ロシア、中東に赴任する中で、スパイと接触することになっていった経緯をご紹介くだ
さいました。
　また今日の世界情勢として、米国の覇権体制は変化し、中国などが台頭していること。
中国に対して、日本は第二次世界大戦敗戦までに 1000 万人以上の死傷者など甚大な被
害をだし、1972 年に日中共同宣言が結ばれた歴史があること。こうした歴史を蔑ろにし
た最近の政治は日中関係、ひいては私たちの生活に支障をきたすこと。最近の日本の国
際関係のあり方についてお考えを聞かせてくださいました。
　続くパネルディスカッションでは、本プロジェクトの支援先の「子供の食を考える会」
の村上美和子さんと、「しなやかシニアの会」の佐藤明子さんが登壇。来年度実施される「安
全な食」と「本当の海外」について子どもと一緒に考える事業について紹介いただきま
した。孫崎さんと「正確な情報」「公になりにくい情報が大切」であることを子どもたち
に伝える大切さについて討論しました。

　参加者からは「なかなか知ることのできない歴史の裏側について聞かせていただいて
ありがたかったです」「原点を見なさい。解説や説明を見ないこと、問うのが大変わかり
やすかった」など、好評をいただきました。

元外務省国際情報局局長の孫崎享さん

左から孫崎さん、佐藤さん、村上さんの
デスカッション

私の出会ったスパイ
孫崎先生と

っても

　　パワフル
な人でした！
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ハローワーク
いろんなブースのお仕事を紹介
働いた子にはお給料が出るよ 出展者、来場者の声

活気があり、各ブースも充実の内容。 特に、子どもが働く
環境やフェアトレードなど企画が良かった。

子ども達が主体となって動いている姿を見て、幼いうちに
働く事の大変さややり甲斐を知れる良い機会だと思いました。

SDGs の具体的な取り組みが分かった。 子ども向けの工作など
が多く楽しめた。

様々な取り組みをされている企業、団体を知ることが
できました。

たくさんの親子連れが来られて、今後も SDGsを広める
ために続けてほしいイベントだと感じました。 

子ども SDGs クラブの保護者の感想

小学 3 年生～6 年生約 15 名が 10 月から 12 月にかけて
参加しました。毎回目を輝かせながら取材シートに書き
込んでいました。学校も学年も違う子どもたちが、見て、
聞いて、問いかけて、SDGs を学ぶ。最初はソワソワし
ていた子も、回を重ねるたびに仲良くなり「来年も一緒
に参加しよう！」と約束する仲に。
カードゲームや SDGs の絵本の講師の皆さんも、子ども
たちとの出会いを楽しんでおられました。そして受け入
れ団体は「町家の良さを知ってもらえた」「お店のお手伝
いをしてもらって、お店の人が逆にパワーをもらえたと
喜んでくれた」など、良い機会になったようです。

SDGs クラブがきっかけで、娘が主催で子ども自習室を
開催することになりました。

学校以外のお友達ができた。知らないお友達の前で発表、
質問することができた。

様々な活動をされている団体に直接調査に行けるのも魅力
の 1つですね

子どもが自分で考え仕事に取り組んでいる様子が
見られました。

スタッフも出店者も参加者も、子どもが主役の「子どもま
ちづくりフェス」。大人の市民団体や企業、子ども食堂など、
さまざまな団体にご協力いただき、1000 人を超える参加
者が楽しく SDGs に触れるイベントとなりました。

おうかがいします！

第 4回 みんなで大津の未来を描こう！
みんなで未来のまちをつくろう！描こう！
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これまでの学びのまとめとまちづくりフェスの準備！

第２回
「しなやかシニアの会」さんの活動を取材しよう！
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第３回
「子どもの食を考える会」さんの活動を取材しよう！

SDGs の現場とつげき取材！その２
第 1 回　SDGs を絵本とカードゲームで楽しく学ぼう！
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大津の町家で、しなやかシニアの会の「海外を学ぶ」取り組みや
ベトナムとの交流についてお話を聞いたり、大工さんから匠の技
について教えてもらったよ。
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SDGs の現場とつげき取材！その１

外国について知れた
ベトナムにはたくさんの
種類のフルーツがある！

書いているとどんどんと疑問がわいてきた

環境が悪くなりがちだ

SDGs について
分かりやすく書いてる

家って色々な
パーツに分かれている

木造建築は環境に優しい
ことがよくわかりました

人との関わりのヒミツを
　教えてもらったよ

オーガニックマーケットに出店しているお店のこだわりや、
寺子屋でのみんなのお話会について聞いた後、お店のお手伝い
をしたよ！

お店のお手伝いを
　して楽しかったです

　子どものために

安全なご飯を作ってくれて

いることを知
れて嬉しかった

カードゲームで！

畳が初めての子も…？

パン屋、花屋、雑貨
屋…

お店がたくさん！

手づくり看板たち！

日本の達成度は黄色
と赤信号がいっぱい！ これからは節水に

　　気を付けよう
まちづくりフェス楽しみ！

どのブースで
働きますか？
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子ども商店街のお金
「子ども通貨」を販売しました

子ども通貨
1綴り 500 円でーす

クジ引き 2 番だよ！
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子どもスタッフは販売や食堂、

ワークショップをお手伝い！

会場案内にスタンプラリーの
景品交換アンケート回収など

絵本「Hello Kitty ぼくとわたしの SDGs( アインズ株式会社 )」を
教科書に SDGs について学んだ後、「ハテナソン」の代表 佐藤賢一
さんがナビゲーターとなって「SDGs カードゲーム」に挑戦。

子ども銀行の説明をしたり

実際にお金のやり取りもしました！

色んなこと
を

聞かれて

てんてこ舞
い！

小さい子に
は

屈んで対応
。

素敵だね！

子どもスタッ
フの案内で

、

参加した子
どもが

大人ブース
の定員さん

に

アインズ株式会社の
寳田さんと辻さんが SDGs を説明

キティの絵本


